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４）「行為する授業」の理解は，Herbe r t  Gud j o n s  : 
Handlungsorientiert lehren und lernen. Schüleraktivierung
─Selbsttätigkeit─Projektarbeit, Kindhardt, 2001, 
6.Auflage.（H.グードヨンス，久田敏彦監訳『行為する授
業─授業のプロジェクト化をめざして─』ミネルヴァ書
房，2005年）に拠っている．本書は，ドイツにおける教員
養成の基本的文献であり，特に「行為する授業」の分野に
関しては必読の書とされている．
 「行為する授業」という訳出も，邦訳に拠っている．原語
のhandlungsorientiertを邦訳する場合，「行為志向」と訳
出されることが多いが，内容的にはhandelndが適切である
297
高等学校「福祉科」の授業論に関する一考察
―「行為する授業」の構想を手がかりに―
との著者の了解のもと，本著は「行為する」という表現を
採用している．
５）グードヨンス，前掲著，p.193.
６）同上，pp.198-201を参照．
７）同上，p.ⅰ，「日本語版への序文」を参照．
８）同上，pp.2-12を参照．
９）「プロジェクト授業」とは，「行為する授業」の高次の
形態，あるいはそれを包括する構想とみなされている．
それは次のステップに特徴づけられる．Step1.経験の獲得
によって適切な問題事態を選択する，Step2.問題解決のた
めの計画を共同で開発する，Step3.行為志向的に問題に取
り組む，Step4.達成された問題解決を現実において検証す
る．
10）本調査は，自由記述の質問紙によって実施した．本稿に関
連する質問項目は，以下のとおりである．なお，本調査は
本学４回生の福島由子さんの助力に拠るものである．
 ・福祉科の授業において好きな科目は何か．その理由は．
 ・福祉科の授業において苦手な科目は何か．その理由は．
 ・福祉科を担当する教師にどのようなことを求めるか．
11）佐伯胖『「わかり方」の探究』小学館，2004年，pp.8-20を
参照．
12）グードヨンス，前掲著，p.55.
13）同上，p.145.
14）同上，pp.147-148を参照．本稿では，ここで列挙されてい
る具体例を，少なからず一般化されうる例とそれを遂行・
支援する具体的な技術や方法，活動例とに再編して提示し
た．
15）ここで取り上げた例についても，グードヨンスに拠りなが
ら考察した．
16）グードヨンス，前掲著，pp.152-153を参照．
17）同上，p.29を参照．
18）同上，p.163を参照．

